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桑野塾
検索

★ どなたでもご参加いただけます。会場に直接お越しください。開場は14:30。
☆ 終了後、近くの居酒屋で懇親会を開催します。（要申込み・飲食費は別途）
※予約の都合上、懇親会参加をご希望の方は1月29日（水）までにメールでお申込みください。
※報告者・タイトルは変更の可能性もあります。ご了承ください。
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 2025年
 2月1日（土）
 15:00～18:00

参加無料

国民総抵抗としてのウクライナ戦争
～そしてわが祖国 日本の「平和主義」～

●問合せ・懇親会申込み ： 大島幹雄（おおしま・みきお） E-mail：izj00257@nifty.com   懇親会申込み〆切：1月29日（水）

　23年秋にウクライナを取材した。強く印象づけられたのは、汚職だらけの政府への
不信感と、その政府をあてにせずに国民一人ひとりが自ら戦争を支えようとする熱意
だった。マックスという青年は大学を休学し、危険な前線近くまで出かけて、兵士と
住民に食糧や薬品を届けるボランティア活動をしていた。いつ死んでも不思議でない
状況で活動を続けるわけを聞くと「私の同胞とこれから生まれてくる子どもたちのため」
と答えた。

　もう一つ、日本であまり知られていないのは、ウクライナが戦争と並行して初めての
国民国家の建設を進めていることだ。そしてその国家統合の原理は民族的（エスニック）な
ものを卒業して市民的（シヴィック）なものへと移行している。ウクライナの人々の抵抗
精神を支えているのは、ロシアのような国を作りたくないという強い意思である。

　私の取材から見えたウクライナ戦争の実態を語りたい。もう一つ問題提起したいの
は、いま進行中の戦争を日本に住む私たちがどうとらえるのかという問題である。

　帰国後、ウクライナの人びとの戦いを語ると、「ここが日本でよかった」という感想が
返ってくる。戦争の当事者が“私”でないことに安堵するのである。「なぜウクライナが
戦うのかわからない」との声もよく聞く。日本人は、命をかけて同胞のために尽くす
ウクライナ人に共感できなくなっているようだ。

　ウクライナでは多くの市民が自分の能力や適性に応じて祖国防衛戦争に参加して
いる。彼らの希望は「平和」ではなく「勝利」である。これを私たちは
理解できるのか。日本人は国が侵略された場合に「戦う」と答える
人は13.2％しかおらず、世界で突出して最下位。これは日本の「平和
主義」の現れとして誇っていいのか？

　ウクライナ戦争から日本人の「平和」についての考え方、さらには
人が生きて死ぬ意味を考え直してみたい。

報告者：高世 仁

●高世 仁（たかせ ひとし）
「日本電波ニュース社」報道部長を経てテレビ制作会社「ジン・ネット」を主宰。主に海外の報道・ドキュメンタリー番組を制作してきた。
2020年以降はフリーのジャーナリストとして活動している。著書に『拉致―北朝鮮の国家犯罪』、『チェルノブイリの今―フクシマへの
教訓』（DVD出版）、共著に『イスラム国とは何か』、『ジャーナリストはなぜ「戦場」へ行くのか』、『中村哲という希望』など。

ウクライナで取材中の私

戦死した息子の墓で泣く母親

『ウクライナはなぜ戦い続けるのか
  ジャーナリストが戦場で見た市民と愛国』
 高世仁（旬報社／2024年12月16日刊）  
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